
平成23年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

0 60 2,1612,538 02,221計

長谷川集会所エアコン改
修工事

臨時

市債

報酬 2,538経常 林業施設管理事業 適正管理

目
的

頁 林業施設管理費

項

林業施設管理事業

目　　　名決算書

4

目

3 164

適正な維持管理

予算

事
業
概
要

臨／経

2,221

事　業　名 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

60 2,161 2

課室名 農林整備課

事務事業名称

利用者

評価
一般

対
象

国・県支出金

財源内訳

その他

　○林業施設管理事業・・・施設の維持管理費
　　　　長谷川集会所・・・林業構造改善事業補助金により平成2年に建設
　　　　　　　　　　　　　　　平成23年度より、嘱託職員の勤務日数も週３日間とした

款

6

課室名 農林整備課

廃止



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２１～Ｈ２３（決算額）、Ｈ２４（予算現額） ６．H25年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

縮小

 ④ 手段の
　  妥当性

 ③ 受益の
　　対象性

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断

活動指標の分析

公共施設の見直し方針に則り業務を進めるとともに、個別進捗状況の整
理を行うこと。

評価内容

今後の管理運営方法について地区と
の協議が必要

長谷川地区には必要な施設である

事業の方向性

2

2 利用状況に応じた適正管理が必要

1事業対象の確認

理由国　　費

一般財源
施設の維持管理は必要なため

3,0062,924

そ の 他

2,172

県　　費

2,133

うち経常

利用状況等を考え適正な管理を行う

分析

事業費に係る人件費 2,277

2,172

2,752

84 60

長谷川地区には必要な施設である

分析根拠

2,161

市　　債

着眼点

 ① 事業の
　  必要性

 ② 行政の
　　関与性

財
源
内
訳

必要性の再確認 2

2責任領域の精査

2,193

2,873

c

ｄ

Ｈ２３

公共施設の見直し3次公表に基づく対応を行う

決 算 額 （千円）
Ｈ２２

集会所の使用は年々減少している。使用料免除が多くなってきてい
る。

対応（改善点等）

Ｈ２１

2,2212,844

2,844

うち経常経費

2,221

2,789

92

2,1612,752 3,786

21

―

方向性

前年並

－

2,193

139
日利用状況

－

課題

Ｈ２４

3,870

260 日―
管理業務

―
a

260 日

ｄ

Ｈ２２

－

日
－

－

適正管理

Ｈ２２

目標

96 日

－

指標の設定理由

Ｈ２３

日

93 日

260

－

目標

b
日

ｂ

目
標
年
度

H26

単位 Ｈ２１

－

成
果
指
標

Ｈ２３ 活動指標名

目標

利用状況

施設の適正管理を行う

ｃ

成果指標名 単位 Ｈ２１

活
動
指
標

指標 a 管理業務

数値 目標

指標名 適正管理

数値 －

2

2

1

2

2

0

1

2

3
事業の必要性

行政の

関与性

手段の

妥当性

事業の

有効性

受益の

対象性

分析グラフ


